
 

様式Ｃ－１９ 

 

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書 
平成 25 年 6 月 14 日現在 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

研究成果の概要（和文）：本研究はアメリカのジャポニズム文学とアフリカン・アメリカン・モ

ダニズムの関係を探ることを目的とするもので、アフリカ系アメリカ人が「日本」をどのように

受容したのかといった問題を『ホット・ミカド』や『スイング・ミカド』などのアフリカ系アメ

リカ人による演劇やリチャード・ライトの俳句を中心に調査を行い、そこに現れる人種とエキゾ

チシズムの問題を明らかにした。成果として関連トピックの雑誌論文10本、学会発表を14本、

図書5冊を5年間に生産した。 

 
研究成果の概要（英文）： In this project I have researched into the relationship between 

Japonism literature and African American modernism. Especially I examined how the 

image of Japan was used in African American theatrical performances such as The Hot 
Mikado and The Swing Mikado as well as in haiku poems by Richard Wright, focusing on 

race and exoticism.  Through 5 years, I wrote 10 articles on the related topics and had 14 

presentations in the conferences. I also contributed articles to five books. 
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１． 研究開始当初の背景 

2007年度まで「アメリカのジャポニズム 

文学における異人種混淆とオリエンタリズ

ム」という研究を行い、アメリカのオリエン

タリズムの構造、異人種混淆の文学としての

ジャポニズム文学の役割、またアメリカのジ

ャポニズム・ブームと日本人芸術家の貢献、
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日本文化とアメリカ文化の相互影響関係を

調査したが、そのときに問題として浮上した

のが、アフリカ系アメリカ人による東洋への

まなざしの問題であった。というのは、アフ

リカ系アメリカ人にとって東洋人とは「有色

人種」であり、その意味での同胞意識が強い

という面において、そのオリエンタリズムの

構造の中に違いが見られることがわかった

からである。 

 

２．研究の目的 

欧米における白人主導のジャポニズム・ブー

ムは１９世紀にはじまり、１９２０年代には

下火になる。しかしアフリカン・アメリカ

ン・ジャポニスムはむしろモダニズムと融合

した形で１９２０年代以降に顕著となる。い

かにジャポニズムとモダニズムがアフリカ

系アメリカ文学の中で融合を見せたのかを

調査することが本研究の目的であった。主軸

となる計画としては、（１）『ホット・ミカド』

や『スイング・ミカド』などのアフリカ系ジ

ャポニズム演劇の調査をし、その成果を発表

する、（２）モダニズムとジャポニズムを俳

句芸術を軸に結び付け、その中でどのように

「人種」の問題が展開されるのかを調査する

ことだった。 

 

３．研究の方法 

国内外での図書館や博物館・美術館にて資料

調査と収集を行うことを基本的な方法とし

た。また国内外での学会発表や論文執筆を通

し、海外の研究者と連絡を取り合いながら、

研究を進めた。具体的に調査を行った主な場

所は、ニューヨーク公立図書館、ケンブリッ

ジ大学図書館、大英図書館ほか、イギリス、

フランス、アメリカの美術館・博物館である。

また国外研究発表では、アメリカ、フランス、

トルコ、韓国、台湾、中国、ネパールで発表

の機会をもった。研究者交流としては、ケン

ブリッジ大学のサラ・ミーア教授、オハイオ

大学アムリット・シン教授、カリフォルニア

大学フレズノ校、ロク・チュア名誉教授、Ｕ

Ｃバークレー校アブドル・ジャンモハメッド

教授、カンザス大学教授メアリー・エマ・グ

レアム教授、シカゴ州立大学准教授森川鈴子

氏、コロンビア大学講師松本未生氏、中国杭

州師範大学講師ミン・チェン氏、台湾東華大

学准教授 許甄倚氏、ネパール・トリブハン大

学准教授ケシャブ・シグデル氏など多くの研

究者と意見交換する機会にも恵まれた。 

 

４．研究成果 

2009 年度には『ホット・ミカド』の上演も

ロンドンで見ることができた。またアメリカ

のニューヨーク公立図書館で資料も集めた。

調査の中で、この問題を探るにはアメリカの

ニューディール政策としての演劇の推進や

１９４０年代における日本との関係の変化

など政治的側面を見ることが大切であると

いう結論にいたった。アフリカ系アメリカ人

俳句については、リチャード・ライトに焦点

をしぼった形である程度の成果を発表でき

た。初年度にリチャード・ライト生誕 100 年

の国際学会がパリで行われ、それが研究の発

表の出発点となった。当時は純粋にジャポニ

ズムとの関係に焦点をあてたが、様々な視点

から研究していくにしたがい、ブルースとの

関係が重要であることがわかった。この点は



国内外で幾つか発表し、さらに講演という形

で、中国やネパールで発表することで様々な

国の研究者からの意見も集めることができ

た。また１９７０年代の映画におけるカンフ

ーや、ウィニーフレッド・イートンの自伝小

説について調べることで、ジャポニズムとモ

ダニズムの関係を探ったほか、アジア圏と日

本との関係についての論文も発表すること

ができた。またポーリン・ホプキンズやネ

ラ・ラーセンなどアフリカ系アメリカ人女性

作家についても考察することができた。 
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